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ダム工事用セメント室気輪迭に就いて
西 岡 士 夫*

Pneumatic Conveying of Cement for Dam Construction

By Fujio Nishioku
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Abstract

Whel-1alargevolumeofcel-1entistransportedinbaleil-SuChaneveI止as dam

construction work,the tearof cementbalesduringtransitandtrouble$OmeOpenlng

of the bales at site would cause a considerablelabour and tilneloss･

The pneumatic conveylng SyStem,withits excellent capabilityin efncier]t and

economicaltransportation of bulk material,has comeintoincreasingly wide use

forthecementtransportil-ginthedamconstruCtion,makingtheuseofbalesentirely

obsolete.

However,aS the characteristics of the飢)W Of cernentmixed with airinconveyor

l)ipehavenotbeenclari丘edtheoreticallytodate,itisrathercommonthatoperational

e疏cieTICyOfthecompletedinstallationhardly agrees withthatoftlleprOject･

Inthisarticlethewriter glVeSOutaSummary Ofusefuldata acculnulatedinhis

experienceinthepneumaticconveyorplannlng,alongwithothergeneralandabstracted

references for the project of pneumatic conveylng SyStem･

t二Ⅰ〕緒 盲

近年電源開発に伴い所々にダムが建設されているが､

このダム工事には､莫大な量のセメントが問いられてい

るリ セメントの生産工場からおそらくはLL惜】の僻地であ

る需要地のダム現場迄､この多量のセメントを経済的に､

能率的に輸送することは一つの大きな難問題である｡

これはセメントというものが夙に吹かれれば飛散し､

7kに遭えば凝固L､又時にほ7kの如く流れ｢Hすという粉

体の特殊性質を持っていることに原田している｡.従来一

般的な方法ほセメントを501くg人袋に詰め現域近くまで

貨坤､トラりク等に依り運び､そこで解袋し､スクリュ

コンペヤ､パケ､･′トエレべ【タ等の機械的コンベヤによ

って削勺の場所道連ぶという方法であって､その間の乱

袋損失､J粍散損失は相当なものであり､且つ莫大な袋代

を要Lている訳である.一千一つのダム工事に10万屯の

セメントを要するものとすると､袋代丈で約6千万円に

も達する｡而もセメントの袋

その繚輸

､解袋の手間を考えれば
費は実に二莫大である.従ってこの輸送を繹潮

*

F~1土製作所川嶋二L場

31

的且つ能=豹'1勺に行うために､最近は袋を使わないバラ輸

送を採用する傾向が現われてきた｡.このバラ輸送にほ容

器的なものと､雰浅~錘輸送的のものが一考えられる｡この室

気輸送ほバラ輸送に放てほ特 ある轟要な二万法であるか

らその要領及び機紳こ掛､てよくその性質を知り､距離､

輸送量､地形等を考えて経済的な機器を選ぶよう適材適

所に使用することが肝要である.J依って以下､客気輸送

機を__ト/体にしてセメントのバラ輸送に就いて述べる｡

t′ⅠⅠ_】バラセメントの輸送方法

セメント製造所又ほ仕入場所から⊥卓現地迄の遠距離

輸送には､所謂輸送機関を利用することが得策であるこ

とはいう迄もないことであるJ従って従 の輸送機関利

柑の機器を新装又は改造して､この粉体を一般固形物と

ることが考えられてきた｡又工事現地l勺でのサ

貯のへロ は引即日の移送には､生気輸送機又は機

械的輸送機を組合せて使絹することが多くなった｡これ

ほ最近長距離､大容量の輸

価が認められてきた

に於てこの室気輸送機の其

である｡以下簡単にこのバラ輸

送に一肌､られる~ノノ法に就いて述べる･ン
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(l)遠距離輸送機器

(~A~)セメントカー(~バラ積軒Wト

ーー一言にしていえば､密閉したセメントタンクに埴輪せ

つけ軌条を走らすものである⊂ タンク上部には数筒のセ

メント装入口を持ち､下部はホッパー状になってし､るか

ら､■~F部のダンパーを昌削ナばセメントを枠用することが

f~11_来る.-.鉄道の通る限り目的地迄似めて容易に び込め

るので∴工事専用線が現場近く迄入っている所に使用す

れば便利である｡容量としてほ普通 3nt積のものが川

いられる.｡その一一例を第1図に示す 本橋のニト要什様は

下記の通りである

形

最 大

最 大

最 大

荷

容

F-1

式･‥ ∴動ポキー雄

長‥.

幅‥.

端･

重‥.

積.

重.‥

9.600mm

2,65r)111TIT

3.16〔)mm

..3りt

.23.llT】:i

.15.5t

仁B~ノ セメントタンカー

ーーー般にセメント1二喝は消費地から焼かた㍍蘭故欄に蓬,

リ､二の聞をセノン†を袋詰L而も輸送斬立の′トさい貨

車で輸送すると､その費用は非常に割高になるので､バラ

積が出来､而かも大容量の輸送量をもつ附を使うことか

となるLノ ニの船は特殊の船脚ちセメントタンカーて

あって､解胎の大部分せ数千屯容量のセメントタンクと

し､船内にそのセメントを陸揚する機昔ト･ を塔哉して

いるものである｡=】例を第2図に示す このタンか-の

間揚設備ほエ1･←∵ぺライド､チェーンコンペヤ､パケ‥′

トエレベータノ乏び空気輸送機よ車構成され毎時机2nnt

の能力を持っている 侶_タンカーへの積込にむキ気輪謎

機を使用する構造となってぃる

〔~C二)ダンプノノー

ニれはセメント工均と消費地か比較肌適十堪れに使川

すると便利なものであって､普通の1､ラ､ソクの■樹種場所

にセメントタンクを置き､荷卸の際は油圧によりタンク

を後方に傾斜させる棍造のものである 容量としては-1†

から10t のものが`考えられている 尚最近纏った量の

需要家に対してはセメント会什がダン7らか-で配達すろ

計画をLている由である

(1)J コ ンテナー

これは紙袋を鉄 容掛こ変えたと考え〔っ.Jtるもので､

紙袋が殆ど-一一匝l限りのものであるに反し､何回でも殆ど

や永久的に使用f†j凍るので､輸送用消耗品卓の大節約が

る._紙袋の解袋手間に代って次のように機械的能率

的な方式が採用されるが､その設備費は紙袋解袋代より

遥かに′トさい1JJ式とt_~てほコンテナーキ坪.なるセノン

許
一編

第35巻 第り号

第1はlセ メ ン ト カ ー

Fig.ユ.Cement C;1r

､
､

｢も

モ

第2図 セメントタンカー〔荷辣中~.)

Fig.2.Cement Tank∈r
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第3図 コ ン テ ナ ー 外 観 図

Fig.3.Outside View of Container
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卜占諾‡とL.て扱い､その排出はこれを観倒して行うもの

と､それ臼身に月三 集気を入れて墨気輸送せ行うものと

の∴通りがある コンテナ←の運搬は一一枚に無蓋賃率､

トラック､トレ←ラ←等に依つで行われるから遠机i離輸

送も容易である｡容量としては5t~】1句径のものが接い易

し､

第3図はその形状を示すものである二

｢~2_)現地移送用機器

｢Aて)皐完輸送機

二室気輸送機とは輸送管内に気流を作り､これに鉛体を

乗せて輸送するもので､機械的コンベヤに比べその-･舵

的特長を列巻すると､

1.比較的長距離大容量の輸送がⅢ来る._.

2･輸送管~1本で簡易に任意の場所に輸

3･取扱い､保守が極めて容易である.,.

4.風雨に桐されず輸送机来るしノ

る

=
●
-

5･輸送物の飛散損失がなく､又埠が立たず街｣三的で

ある.

等の点がある ダム~_1二審の現地は往々にLて擾維な地形

であるから､パイプ1水で任点の地点にバラセメントを

Ⅲ来る室気輸 に好適な輸送機となる 瑞気

輸送機には次のような種類がある..

(:こl)フラクソ一式賽気輸送機

二れはタンク式の容掛こ一定量わセメントを装入L､

蓋をした後その内部に圧縮室長iを入れ､糟l勺のセメント

を投打し乍ら▼-･端に設けた吐出孔から輸送管l月にセメン

トを送出す方式のものである｡而して糟内にセメントか

･･定量装入された時と､割こなった時を自動的に検川す

る装置を備え､セメントの装入､遠目をl]動的に行い得る

構造になっている｡容量としてほ1基当り10t/hrから

100t/hrのものが普通で､その輸送距離は数百米にノ乞

び､配管条件によってほ1,000m 程度迄可能である_

第4図の写真は双胴型フラクソ←式塞気輸送機を示す

細岡様機構のものにセラト式､父ダンクを三ツ看ねたノノ

式のものがある

箪4図 フ ラ ク ソ 一 式 ご巨気輸送機

Fig.4.Fluxo Type Pneumatic Conveyor

(l)二)キニヨンポンプ式基気輸送機

これは輸送管内に煉制的にセメン1､を押入れる･樺の

フ仁一ダである√)川jちセメン='†体をスクリ｡▲･一で庄推

して愉送峯気の逆流を防ぎ､その圧力に対抗~Lてセノン

トを輪選管内に 入し､これを輸送すると云う椛造の特

殊賽気相遽磯である｡･般には数~首氷以下の輸 !l;i離に

使用され､容量としてほト娃当り 川t/hrから10()t/hr

鮮度のものである

(~c)エヤ←スライド

これは低圧薄青匿てセメントを流動化し､傾けた密閉

樋の巾を水の如く流す方式のものである.ゝ.この樋ほキャ

ンパス等の布地で上下に二分されており､上側にセメン

トを入れ下側に客気を通すと､この布目を通った生気が

セメントl勺に入ってセメントを流動化するのである._ ニ

れほ従来スクリ｡_･一コンベヤを使用していた場所に用ぃ

て非常に便利なものであるが約50以上の下り勾醗の輸

に限られる｡容量としては1基当り】0()t/hr程度迄は可

能である｡

第`図(次頁参照うにその概略の構造を嘉す二

第5図 キ ン =ヒ' プ 構 造 F項

Fig.5. Section:l]View of Kinyon Pump
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ヰ十ンハ■ス

第6囲 エ ヤ ー

Fig.6.Secti()nal

■血･･_ヽ■｣

巨編空気

第7図

Fig.7.

tメ､ノト入コ

ス ラ イ ド 構

View of Air Slide

空デ入コ

凶

ロ･-･クリバルブ式空気⊥輸送機

Rotary Valve Type PneumaticConveyor

〔d:ノ ロータリバルブカ式生気輸

これは放射状羽棍坤を水平軸の周りに廻L､上カから

セメントを落jAむとその区劃に入ったセメントの一定量

宛を下方の輸送管内に落下させ､茎気の流れに乗せて送

る方式のものである.｡構造ほ極めて簡単で､小容量､短

足巨離の輸送に用いられる｡･･般にほ100m以内の距離

で､数屯から15t/hr程度のものである､｡第7図は概略

の 造を示すものである｡

(B〕機械的コンベヤ

従来一般に粉体輸送用とLて上山､らjLるものには次ノ~)

ようなものがある｡

1. スクリューコンベヤ

2.バケットエレべ←一夕

3.チェーンコンベヤ

4. レドラトコンベヤ

5.ベル1､コンベヤ

これ等ほ【一千つの系統から他の系統に移る時など適度の

近距 に使用されるのが普通であり､便利､真筆済的で毒)

る｡それぞれの機器の説明ほ割愛する,

詳

ハフ

第35巻 第9号

〔ⅠⅠⅠ〕バラ輸送の計画に就いて

輸 々箇鮒系 の場合に最も好適に計画されるベ

きもので一一律には決め難いが､次に室気輸送をその系統

にもつ代表的なバラ輸送の系

ダム工動こ放てセメントの輸送終点はミキシングブラ

ントのセメントビンであるが､遠距離から輸 されて来

るセメントの量には相当の間歓性がある事を考宿して一

時的にこのセメン1､をサイロに貯え､

作に支障のない事を期さねばならない

ントサイロが配置される必要がある.､

次に1つの系統の例を示す=

r~1

杭申ラ昭バ
専
■
H

ー

ク
ー

ラフ

ソ

りユ

コ ンプ~

ナ ー

(リ
ーノ

ダムニ亡妻の連- 摸

従って適宜セメ

ーコ】→≡言ラ三･→l

→.サイロ

ゝ′
:｢

ロイサ｣
ク
r

〓

ラフ
ソ

ダンプカー

l

-, セ メ ン ト ビ ン

ト
ン

ンメセビ

プラクソーー･→サイロ 一斗機種削コンペヤ

(~~4~ノ{解袋.･
1†

!サ
イ ロ→フラクゾr→セメントビン

(1｣鉄道線路が比較′l勺現場近く迄入り込んでいる場

合､上記の第1の系統をとり得る∴東京都水道局の小河

内ダムの場合がこのプJ式である｡この細部の系統を列挙

すると次の通りで､その系統略図ほ第8図の通F)である｡

バ ラ横寺用:申

=

ホ･ノ･バ ー ビ ン

11

ロ
ー

タリ バ ルブ

l†

上くクリュ←コンベヤ
l

プ ラ ク ソ ←･

ト→ セ メ ン ト ビ ン
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7甜雷サイロX2基

就 い

弟8図

F短.8.

セ メ ン l ■こ1j=‡蓬莱 1＼冗

Schemati(､T)iagram()f Cement-Conヽ▼eying

セメント工場で 30t セメント甘肛中に積込まれたセ

メントほ､現場より約350m離れた7k択駅迄

駅

る･｢

内の下にほ約100t容量のホソ′㍉十型折セメントビ

ンが6韮あり､セメントは一時こゝに受入られる｡この

部より約100m離れてし【_l際に設程された 750t容量の

サイロ4基迄の輸送は､40t/hr のフラクソ←式苓気輸

機が使用されているし-∴叉このサイロからミキシングフ

ラント部の750tサイロ2某迄の輸送も､同型の室気輸

送機が使輔されている｡荷セメンl､ピンよリミキシング

プラント郡迄の商連も出来るようになっている｡

主 要 仕 様

輸 送 距 離……….100m,250m.350れ1

輸 送 量.‥
_….40t/Ilr～50t/hr

輸 送 管‥
‥‥.6〝

使fH圧縮機…………….100HI'×4台

(~2〕第2の系統も鉄道が現場近く蓬莱ている場合に

採用されるものである｡線路下にど･ソト等を設け奨臥､時

ほ､コンテナー自身を賽気輸送機兼用にして簡単に第一･

次サイロヘ荷揚する事がⅢ る⊂､この場合､第二次のサ

イPがミキシングプラントのセメソ1､ビン近くにある時

は､第二次サイロからセメン1､ビン迄の輸送ほスクリュ

ーコンペヤ､バケットエレベータ等の機種的コンベヤに

依った方が経済的な場合がある｡

(3〕生産工場に近いダム現場の場合､且つ首軌草道

絡が整備されている際ほ､ダンプカー又はコンテナーを

トラックに乗せる方法によって現場近くまで び､この

地点より生気輸送機でセメントビン又ほサイロ迄運ぷ釆

1309

プラク ソト

ス タ←-う･-

スクリュト

二∫ ンべヤ

(カ ロータリバルブ

(む 引出式ダンパ

(む圧縮機

(カ アフタ【

クr-ラ･-

(カ空気槽

(9二万切替弁

⑯気技装置

統が採附される._｣賢林省′卜坂誹川ダムの例ほこれルニ1

､7

匂っ

二仁 愛 仕 様

輸 送 距 離…

輸 送 量.

.2601Tl

.15t/hr

輸 送 管･
..31/ご′′

佐用圧縮機.‖
.100Ⅰ封)

し4〕非常なし川酎僻地で前項のような完全バラ輸送で

ほ土建費､設備費が嵩む等明らかiこ不経済の場合ほ袋詰

セメントを現場近く迄運んだ後室気愉 磯を使用する系

統が採用される｡只見川巾流の本名､上田ダムの場合が

これに当る｡本名ダムの場合セメント袋は索道によって

山頂迄運ばれ､この部で解袋され一時サイロに入れられ

るし‥このサイロ下部にフラクソ←を設置Lセメントビン

迄宗∴気輸送を行っている｡

ト 要 仕

輸 送 距

輸 送

輸 送 管

上畠:･

.約100In

.20t/hr
径‥.

.4ソ2γ
使用圧縮機.‥

.100HP

以上は代表的な輪逮潔統で､この外いろいろ機器の紺

合せをも考え得る訳である｡ 選輸一一りー∠メ
室の｢｢のこ然 ほ

結局貨車制場からサイロ迄と､サイロからミキシソダフウ

ラントのセメントビン迄等の､何れも工事現場の複雑な

地形に於ける比較的長び巨離の輸送に使用されてその効力

を発揮している二
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〔ⅠⅤ〕空気輸送の計画に就いて

現在糊体と気体とのパイプ内トニ於ける混合流に就いて

ほ､完全な理論がなく､種々実験式が提案されているが､

実際の茎気輸送の状況とほなかなか一致しない場合が多

いり従ってその計画は簡単でほないが､現在一一般に知ら

れている計画要領を記し､これに注意事項を附け加えて

説明する｡

〔り 輸送屯敷

これはミキシングプラントで一日に抜うセメント豊か

ら円ら決定されるものであるが､輸送機日体の正味運転

時間を決めるには､機器の保守手入の時間を､又貨車

の輸送機関に関連する場合はその配葦計画を考慮し､全

体の輸送が円滑に過不足なく行われるよう配慮すべきで

ある′ 庸大容量のセメントサイロ等に

にミキシングプラントの連

る場合ほ､･-･般

に必要なセメント最以

上に輸送するのが普通である′

(:2〕輸送機の選定

輸送機種の選定に当ってはその輸送仇離､容量､設昔

場所､輸送点等を考慮Lて決める訳であるが､今前言己の

機種別に選定上の特長を

(_A二)フラクソ←式墨気輸送機

これは高圧々送方式で長距灘大容量の輸送に最も適す

るものであるこ緒に配管の都合でその 輸 計々少が力圧

画値より高くなっても､輸送機自身背任漏洩の必配なく

安全に輸送用 な特長といえよう｡蕾に

のフラクソ一式ほセメントの装入方法によって､重力落

下型と吸引塑に分けられるが､この吸引型ほ機 の酉己帯

上重力落下型が佐川出来ない所にのみ使用される.- ダム

硯地に於ては大抵の場合重力落下型が用いられる｡椅セ

ラーポンプ方式や槽を三つ葉ねた方式のものは据付高さ

が高く､サイロ下等の狭陰な場所には不適である-_

(B二)キニヨンポンプ

これも高圧々遠方式であるが､機1 上余り長距離にほ

適さない_.然L据付高さが低い点は便利である｡.筒スク

リューという大きな機械的消耗部品を交換する必要があ

る点ほ山間の僻地でほ特に-一つの欠点となる｡

〔C〕ロータリーバルブ方式

これは極めて′卜容量､短呈臣離間に於て安全に使用さメL

る低圧方式で､ダム現地とLては殆ど使開されない.二

〔D二)エヤースライド

ニれほ各機器間の連絡等に駅て､スクリノ∴-コンベヤ

の代りに使用すれば非常に便利なものである

(二E:)その他吸引方式の賽気輸送機もあるが､セメン

トの如き微粉体に対Lてはバソダフィルターの消耗､抽

六機西へ徴鞘侵入のおそれある点､叉憲常吸引の困

点から考えて､この吸引式ほ地形的に｣_上二むを得ない場合

に限i)便絹しなるべくは避けた方がよい-

(二3)所要空気量(¢:)

これは次式から決定される_

Q=13.97ソ〃

但し r=輸送量 t/hr

O=所要風量I113/min

〃=混合比=
単位 時鞄中の輸送物空室量

=二 L=∃

き__堕二附1に要した牢気の′こ>ノ什す=∃】■t~■V｣東し/｣

=1～15(∵低圧力式〕

その時R

=20～40｢高圧々 方式〕

二の〃に挟してほ決定的な理論はないので､如何よう

な偵を採る 王か にもとづいて決める∵一一枚に長蹄離

悍〃ほ低くとる｡.

〔4〕輸送管径の決定

愉送に必要な茎完速度はその斡体の終端 度以上であ

る事は明らかであるが､粉体群を輸.遺する際､理論的に

は或る-･定の管径と輸送量に放て､その輸送圧力が最′ト

となる経済的風速が存在する筈である｡然しこのような

二室気速度は一歩誤ると輸送管の閉塞を起す危険があるの

で､実際問題とLてほこれより可成り早い速度を採r】~jL

ている-セメントの場合輸送条件によって15～30m/sec

附近の室気速度が選ばれる｢.二れによつで直ちに輸送管

径が決雇される 即ち

β=/4_0/60
ヽ､

属如こ β=輸

び=輸

管 径 m

皮 m/sec

(.5｣所要空気圧力

室気及びセメントに依って消費される企エネルギほ､

局管内を流れる室気が始に持っていたエネルギから供

袷される′_ この消費エネルギほ次の4項目に分ける事が

F-t･i二束る.一

｣/-･｣/し‥･-ト.｣/一､･､｣/㌧

紬こ ｣れ=輸送管内に放ける仝圧力降下

J九J′･=茎気のみを流した時の圧力降下

』♪…=セメントを輸送速度迄加速するに要する圧

力

｣久げ=セメントの粒子聞､~/)とびセメントと管蜂と

の間の摩擦損失

｣動.=セメントを浮遊させるに必要な圧力

上式の各項をそれぞれ求めてもよいが､d♪川以外の｣三

圧力降~Fを簡便に求めるために､従来

提示されている.｡

4鋸′=』九:′･ノ■(1十畔リ

彪にコ,〝の値は輸

者により次式が

物､■ノノ式･ト割こよりそれぞれ興る
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係数で従来学者によF)いノ′)いろな偵が一与-･えられてきた

然しこの値は実際の輸

場合が多い.これは

ためと考えられるが､

又J♪川は簡申に

に放てほ明確な数値を与えない

験と実際との条件が相当相違する

これ等は計両のFl安にはなる､〕

｣れ=け+〃J完J
玄よに r,=実験的常数で粉体町宣気との混一汁瑞吏紬妬こ

より大幅に変る値(:c=1_～10〕

〝=毒;気速 度 m/sec

r′.=賽気の密度】くg/m:う

g=重力の加速歴 m/`secヱ

の式によって表わされる

以上ほ輸送管内のみの狂ノ｣降下で､この外肘掛r内圧ノ｣

降下､例えば茶気管部の圧力損失､排気損失､サイクロ

ンを佳日した時はその損失写をJ二詩ユの輸送管内の斥力降

下に加算する辛が必衷であるし.

し`､)生気圧縮機

前2項によって所要量気量と址力が決是される故､こ

れから必然的に賽気所要動力が決定される.､J鼓に一般的

に冬気動力源としては往復動型圧儲機､回転型圧縮機7ヒ

び低圧の 合ルーツブーJワ､ターボブロワ等が便利され

る._ 実際にほセメントの状態甚よっても輸送圧力がかな

リ変動するので､圧力に十分余裕があり､尚出 れば圧

力の高低により牟妄〔註の余り変動しない毒気機朋粒張出

することが好ましい.-ノ

(二7_)空気輸送機を使用する際考慮すべき事項

(._A_.)プラクソーへのセメント装入方法

一線にはフラクソーをと,ノト内に設置し∴亮~力を利flJ

して高所のホい′パー等よリセメソトを流す如く計画する

事が望まLい.こ)この事ほ設備責ほ勿論動力節約の意味に

:於て重要な嚢である..このような汚己置は山の斜一面を利川

する事で大抵j皇戊F-l-1来る間観であるが､この 二つの汗

ノd■ニー事項がある._1第一-一一ほ､唯引州式ダンパ←の開閉によF)
その量を調整する零ほ不可能で､必ずローダリ･-バルブ

の如き定量ブィ←ダーが必要な事である｡これはセメン

トにはフラリシ∴という特殊現象があり､･一･且流れ始め

ると宛も水の如く流れ簡jj_如こその流れを 止する事が小

可能であるからである､文･一方流れない時ほ息角が90~~

に達Lても流れ糾さない事がある.】即ちセメソ=･よ-▲荘

の息角のない極めて不安定な糊体だという事である〔､二1二

喝で出来上った許りの未だ熱いセメントはよく流れる

が､ダム現地などに運び込んだ冷い､少々湿気を帯びた

ようなセメントは非常に扱い難いものである._第二の注

意事項ほ､ホッパー竿からセメソ†を取出す場合機械的

に強制鷺拝するとか､尿縮墨気せ僅か入れてその部の七

メソトを流動化して流す等の方策を講じなければならな

いことであるし

又･一う垂の輸送機械が繋る場合､その輸送能力は末はこ∫)

的に大きく計画する事が必要である｡特にある輸送機の

容量に眠流がある際ほ､その次の輸送機構に移る前にそ

の脈流を均一化するに十分な容量の貯相が必要である｡

(~B′)荒技

輸送終点に袷て大部分のセメントは峯気と分離される

が､その排気中にほ衛多少のセメントを伴っているので

この峯気を濾過する必要がある(｣一般にほバ･ノダフィル

タを什1いる.､一一般にその排気のi･■慮布通過速度はn･()l～

0.05m/sec程度である｡- ミキシングプラントのセメン

トピンほ一般に容量が′トさいので､セメントと零･気との

分離が完全にほ行われない｡従ってバリダフィルタとしノ

てほ余裕のあるものが望まLい 尚バ･ノダフィルタに於

てほ時間と共に布に附 するセメントの量が増すので､

･定時l笛毎に布を十分清掃する事が肝要である

〔C二)圧縮基気に就いて

一一般に圧縮巻舌河Iにほ相当量の水分を含んでいるの

で､冬気の冷却に伴いこの71く分は 凝≡ する｡このような

71(分ほフラクソ一等の機器内に入ると好まし.■くないの

で､これ等機旨封こ入る前に放て貼来るだけ除去する事が

必要である〉--･般には圧縮機吐川口部にアフターク←ラ

を置き､冷却Lて基気rl~-の7k分をドロップさせて除去す

る｡借溶完糟でも若十水分ほ除かれるが､折角ドロ･ソ7

L･た水分も或程度は微粒子となって生気流に乗り､文プ

ラクソ←迄の宗気配管途小でドロップする水分もあるの

で､これ等の水分を除く意味でフラクソ←に入るし自二前に

ドレーントラップを附す事が望まLいり

り)/)室気憎の配置如こ就いて

プラクゾ一式の場合､塞気相ほ大容量のものを出来る

限りプラクソ←に近く設置することが筆力増加の意味で

望まい･､リ1叩ちフラクソ←としてセメント受入時間中

に､益気爬に拍来るだけ多くのエネルギを貯え､圧送が

始るや否や急激に大量のエネルギをフラクソ←槽内に人

れようという訳であるい尚このためにほ圧縮機のアンロ

←ドする圧力を余り低くとらぬプ了が効果自勺である｡

(二E_)セメント輸 配跡こ就いて

〔こり 配管ほ出来るだけ水二巾こなる車を避け､上りか

下りかの勾配をつけるようにする事が好まい･｡動力的

には下り勾配の方 ■

､カ るし.曙論的にも水j･F輸送は

垂直輸送に比し遥かに動力が多くなるが､実際輸送して

みても水衝狛こは輸送管の下方にセメントが溜る傾向を

示し､水平部の輸送し い事を云Lている

(′二blノ配管ほ能う限り直線的とすること.二

輸送の始点と終点を決めた後ほ､途中の地形に糾され
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ず出 るだけ曲り部を少くLて配管することが肝要であ

る｡若し曲り部が出来た場合は､その曲 半径を少くも

パイプ径の15～20倍にとり滑らかに曲げる必要がある｡

筒曲り部ほ輸送管が摩損するので､この部に磨耗対策を

行うと共に､曲り部は容易に分解出来るようにする事も

大事なことである｡

(F)監視盤に就いて

生気輸送機ほ一般に輸送70ラント申の--･環とLて使用

されるもので､このプラント全体の作動状況及びその輸

系統を一目で知り得るように､-･つの盤上にランプ表

示する監視盤を設けることが非常に好まい､｡特に輸

系路とかサイロのセメント充満度を表示すれば､誤動作

を防止L得て全体の運転監視が容易となるい又 転上差

支えるような誤動作､例えば切替弁の切替誤りの帽など

ほ､ランナ表示と共にベルが鳴るようにする

ある二

〔GJインターロ1.ノクに就いて

室気相 る場合､この機械単独で

も必要で

ることほ殆どなくその前後にほ必ず運転される機器があ

るり例えばプラクソ一遇転時これにセメントを装入する

機器として､ローータリ←ノてルブ､スクリュ←コンベヤを

使川する場合等であるて この際起動時にほセメントの流

=ユ△､

庁打8 第35 第9号

れる方向とほ辿に 転してゆく｡川jちプラクソ←､スク

リュ←コンペヤ､ロータリーバルブの順序とする｡若し

ある一ツの機器が停止した場合､セメントの流れの方向

に於てその機器以前に る機器は自動的に停止するよう

インターロックLておく必要がある｡こうすれば輸送詰

りによる海流がない｡

〔Ⅴ〕結

今後ダムニ上

盲

用セメントのバラ輸送ほその経済性に鑑

み益々盛んになり､従って茎気輸 機の活用も益々計画

されると思われる.｡而して如何なるバラ輸送方式にする

か､如何なる墨気愉 機を採用するかは､ある一つの輸

送系統に対Lて種々の方法があるから､その特殊事情に

応じて詳細な 済比較をして決められねばならない｡硯

在粒体力学や､何体の流動化の問題が未だ解決されてい

ないので､このセメントを流動化

画することはr-い々容易でほなく､

抽こ敢えて数例を

血てし とを計

て実施例も少い｡

介し､バラ輸送特に宗気輸送方式の

解説を試みた次第であって､今後のバラ輸送計画の方の

参考になり得たり､動･ま又新機軸の輸送機の出現に幾分

なりとも役立てば筆者望外の幸である√

特 許 第193650号
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第 1 図

山辺知定･佐瀬要･船木

成 装 置

＼ll' 器等に使用すべき金鴇敗映紙を製造する場合

に､第l図に示すように相場から発生する亜鉛蒸気が附

着すべき蓄電語調引こ到達するまでの問にグロー放電路を

通 するようにしたもので､これにより亜鉛蒸気の附着

量を著しく増大することができた｡また第2図のように

電磁石の励磁線輪の断続による断続グロ十放

ることにより更に好結果が得られた｡

を利用す

(原 田)

l
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